
 

 

 

 

 

 

 

「ふれあい活動」と「AI の導入」で培う力 

校長  小野 正二 
  

先日、あるネット記事に、国際的な写真コンテストで最優秀賞を取った作品
のことが載っていました。受賞した作品は、二人の女性を撮った白黒の写真で
したが、実はこの作品が AI の作成画像だったということで大きな話題となっ
ていました。また、日本経済新聞社主催の短編文学賞「星新一賞」でも、昨年
度初めて、AIを使って執筆した小説が入選したと発表がありました。 
 学校でも、３年前から GIGAスクール構想がスタートし、１人１台の端末の配付により、今で
は授業で日常的にパソコンを活用する姿が見られます。端末を使うことで、何か調べたいこと
があればすぐに検索できるようになり、自分の考えをまとめて発表したり友達と交流したりす
ることも簡単にできるようになりました。タブレット端末の導入で、今までの授業の仕方も大
きく変わってきました。 
このように、コンピュータは今日まで様々な進化を遂げ、家電製品だけでなく、芸術や

教育の分野でも広く活用されるようになってきています。ただ、コンピュータや AIがど
んなに進化しても難しいと言われているのが「人の気持ちを汲んだコミュニケーションの分
野」だそうです。 
  
今年度、開成小では、学校経営方針の重点の一つとして、「ふれあい活動の充実」を位置付け 

ています。昨年度まで取り組んできた「企画遊び」や「読み聞かせ」「ふれあい遠足」等はもち
ろんですが、今年度は新たに「日常的に異学年で遊びや学びを交流する
機会」を追加しました。春から既にいくつかのふれあい活動を実施して
いますが、どのグループでも笑顔があふれ、楽しそうな様子がたくさん
見られています。このようにふれあい活動を通して「思いやり」や「憧
れ」の気持ちを育んでいくことは、少なくても今の AIにはできないこと
でしょう。 
  
これからの学校教育は、時代とともに進化する AIを取り入れた「教育の DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰ

ﾒｰｼｮﾝ）」を積極的に推進していくことが求められます。端末を使い AIを上手に授業に活用す
ることで、子どもたちの新たな学び方を生み出し、今まで以上に個別最適化を図っていくこと
が可能となります。 
また一方で、時代がどんなに変わってもずっと大切にしていきたいこともあります。それ

が、ふれあい活動に代表されるような「人と人とのコミュニケーション」であり、そこで培わ
れる子どもたちの心の醸成です。 
 
これからも、この『不易（ふれあい）』と『流行（AIの進化）』をバランスよくカリキュラ

ムに位置付けながら、子どもたちのよりよい成長に繋がる教育活動を推進してまいります。 
保護者の皆様には、これからも本校の教育活動に対して、深い御理解と温かい御支援をお願

いいたします。 

 

  

札幌市立開成小学校 

令和５年６月３０日 

TEL ７８３－４４９２ 

FAX ７８３－５９８４ 

https://www.kaisei-e.sapporo-c.ed.jp 

学校の外壁工事に係るお知らせ 
 開校 43年目を迎える開成小学校ですが、今年度、大規模な外壁工事を行うこととなりました。 

６月下旬から 11月下旬にかけて、学校全体に足場を組み、外部を囲って行う工事となります。 

夏場の暑い時期からの工事となりますが、これからの教育活動にできるだけ支障がでないよう 

に工事業者とも相談しながら進めてまいります。御承知おきください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 行    事 

3 月 
全校朝会 

クラブ ALT 

4 火 ALT PTA資源回収 

5 水 ALT なわとび習慣 

6 木 SC 来校日（午前） 

7 金 朝の読み聞かせ（４年） 

10 月   

11 火   

12 水 
６年修学旅行 

なわとび習慣 

13 木 ６年修学旅行 

14 金 
６年振替休業日 

朝の読み聞かせ（５年） 

17 月 海の日 

18 火 ふれあい５年企画（2 校時） 

19 水 （PTA）運営委員会 15:15～ 1 多目 

20 木 SC 来校日（午後） 

21 金 朝の読み聞かせ（６年） 

24 月 
児童委員会 ALT 

3 年西山製麺見学（午前 給食あり） 

25 火 １学期終業式（給食あり４時間） 

夏休みは～8/20 まで 

始業式は 8/21（月）です 

令和５年度 ７月行事予定 携帯電話の持ち込みについて 

 携帯電話の持ち込みについて、いくつかお問い

合わせがありました。基本的に学習に関係のない

ものですが、保護者が必要と判断する場合、以下

の 4点のルールを守って持たせてください。 

① 事前に担任へ、携帯電話を持たせることを知

らせる 

② 学校の敷地に入ったら、電源を切り、かばん

にしまう 

③ 校地内ではかばんから出さず、使用もしない 

④ 破損・故障・紛失等があっても、学校は一切

責任を負わない 

※②③については、保護者の方からお子さんへ

の指導をお願いします。 

学校・学校外の生活全般について 
 

最近、学校や学校外の生活全般に関わっ

て、気になることやトラブルになることが出

ています。 

学校でも指導は行っていますが、以下の件

について、改めて御家庭でもお子さんとお話

ください。 

〇学校前の横断歩道について 

特に下校時、左右を確認せずに横断歩道を

渡る児童がいます。車が急停車するときも

あり、とても危険です。 

〇登校時間（8:20～30）について 

8時過ぎから玄関前で待っている児童がい

ます。開錠前に人数が多くなって道路まで

はみ出してしまいそうなときもあり、危険

に感じます。 

〇お金に関わることについて 

放課後の遊び方で、金銭が絡む話がときど

き入ります。おごりおごられや、児童だけ

でのお店に出入りはトラブルの元になるこ

とが多いです。 

〇帰宅時刻は 17:00です（4月～9月）。 

〇事故にあったり、不審者を見かけたりした

場合は、まず警察に連絡してください。ま

た、学校外での落とし物についても、警察

へ届けてください。 

 

 

 札幌市では、「体罰事故調査委員会」を設置していま
す。目的は、体罰事故に関する調査の透明性、公平性を
確保し、事実関係をできるだけ正確に調査することにあ
ります。委員会の構成は、他校の校長、PTA 関係者など
となっています。この調査委員会の委員立ち会いのも
と、教員、児童、保護者及びその関係者から話を聞くこ
とになります。本校におきましても、体罰が起きないよ
う万全を尽くしてまいります。保護者の皆様の御理解と
御協力をお願いいたします。 


